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市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

　　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

定
例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら　

日
ま
で

２６

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
、

次
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
認
定
及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　�
市
長
提
出
議
案�

　

平
成

年
度
決
算

　

平
成　

年
度
決
算 

２３２３

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

ほ
か
特
別
会
計
（　

会
計
）
歳
入
歳
出

１１

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市
暴
力
団
排
除
条
例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成

年
度
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
補
正
予
算 

２４２４

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か

特
別
会
計
（
７
会
計
）
補
正
予
算

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
の
解
散
に
つ

い
て

○
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

○
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
第　

回
下
水
道
の
日
「
下

２３

５１

水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
文
部

門
で
入
選
し
た
美
和
小
学
校
３
年
生
（
応

募
当
時
）
大
瀧 
唯  
斗 
く
ん
が
、
９
月
４
日
、

ゆ
い 
と

報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
小
中
学

生
及
び
一
般
の
方
を
対
象
に
、
９
月　

日
１０

の
「
下
水
道
の
日
」
に
ち
な
み
、
下
水
道

に
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
、
下
水
道

の
健
全
な
発
達
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

部
門
応
募
総
数
は
１
１
０
２
点
で
し
た
。

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

　

９
月
４
日
、
２
０
１
２
年
度
県
救
急
医

療
功
労
者
知
事
表
彰
式
が
県
庁
で
行
わ

れ
、
団
体
の
部
で
常
陸
大
宮
市
消
防
本
部

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
救
急
の
日
（
９
月
９
日
）

を
含
む
救
急
医
療
週
間
（
今
年
度
は
９
月

９
日
〜　

日
）
に
合
わ
せ
、
１
９
８
３
年

１５

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

６
団
体
と
個
人　

人
に
表
彰
状
が
贈
ら

３３

れ
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
消
防
本
部
が

　
　
　
　
　

表
彰
さ
れ
ま
し
た
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８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
３
泊
４
日
の

２１

２４

日
程
で
、
旧
盛
金
小
学
校
を
主
会
場
と
し

て
、「
元
気
っ
子
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

が
行
わ
れ
、
市
内
小
学
５
年
生　

人
（
男

３０

　

・
女　

）
が
参
加
し
ま
し
た
。

１５

１５

　

地
元
の
盛
金
Ｗ
Ａ
Ｃ
協
議
会
の
全
面
的

な
協
力
を
い
た
だ
き
、
熊
の
山
登
山
や

小
石
で
ア
ー
ト
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
テ
ン
ト
で
の

宿
泊
も
楽
し
み
ま
し
た
。
猛
暑
の
な
か
、

子
ど
も
た
ち
は
元

気
よ
く
頑
張
り
ま

し
た
。

　
「
自
分
た
ち
で

協
力
し
て
作
っ
た

食
事
が
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
の
元
気
っ
子
が

　
　
　
　
　
　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

８
月　

日
、夏
休
み
工
作
教
室「
お
し
ゃ

２４

れ
な
動
物
た
ち
」
が
図
書
情
報
館
で
開
催

さ
れ
、
市
内
の
小
学
生
約　

人
が
参
加
し

３０

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
野
沢
二
郎
先

生
の
指
導
の
も
と
、
針
金
や
新
聞
紙
を

使
い
、
う
さ
ぎ
や
馬
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
動

物
を
上
手
に

表
現
し
、
持

ち
寄
っ
た
端

切
れ
な
ど
を

貼
り
付
け
、

お
し
ゃ
れ
な

動
物
た
ち
を

完
成
さ
せ
ま

し
た
。

お
し
ゃ
れ
な
動
物
が
で
き
ま
し
た

　

８
月　

日
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
水

２６

郡
線
を
利
用
し
た
「
常
陸
大
宮
市
民
号
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
相

互
の
親
和
と
水
郡
線
利
用
の
促
進
・
啓
発

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

１
３
６
人
の
参
加
者
は
市
内
の
４
つ
の

駅
（
山
方
宿
・
野
上
原
・
玉
川
村
・
常
陸

大
宮
駅
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
乗
車
し
水
戸
駅

へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水
戸
駅
か

ら
常
磐
線
に
乗
り
換
え
上
野
駅
へ
。
目
的

地
の
国
立
科
学
博
物
館
で
は
自
由
行
動
で

思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
普
段
は
水
郡
線

を
利
用
す
る
機
会
は
少
な
い
と
い
う
方
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
水
郡
線
の
利
便
性

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
旅
と
な
り
ま

し
た
。

市
民
号
で
国
立
科
学
博
物
館
へ



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号１０

　

９
月　

日
、
し
い
た
け
栽
培
農
家
で
構

１３

成
す
る
茨
城
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
椎
茸

部
会
（
部
会
長　

関
博
司
）
は
し
い
た
け

原
木
除
染
機
の
試
運
転
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
械
は
し
い
た
け
栽
培
に
使
用
す

る
原
木
に
水
を
高
圧
で
吹
き
か
け
、
内
蔵

ブ
ラ
シ
で
洗
浄
し
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を

低
減
さ
せ
る
も
の
で
、
市
及
び
Ｊ
Ａ
の
補

助
に
よ
り
、
２
台
購
入
し
ま
し
た
。

　
　

月
か
ら
の
実
証
実
験
を
前
に
、
試
運

１０
転
が
行
わ
れ
、
多
く
の
し
い
た
け
栽
培
農

家
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

し
い
た
け
原
木
除
染
機
の

　
　
　
　

試
運
転
を
行
い
ま
し
た

▲ごろごろ回転し、除染される原木

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
９
月　

日
と　

１８

２７

日
と　

日
、
市
長
、
副
市
長
、
保
健
福
祉

２８

部
長
が
、
１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿
の

方
々
を
訪
問
し
、
市
及
び
市
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
祝
い
金
や
記
念
品
を
贈
り
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
県

知
事
か
ら
の
褒
状
・
記
念
品
を
贈
り
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
域
で
、
市
内
在
住
の

　

歳
以
上
の
方
を
招
い
て
長
寿
の
お
祝
い

７５の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
寿
を
祝
っ
て

　
　

〜
各
地
で
敬
老
会
開
催
〜

▲美和地域敬老会

　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
の　

歳
以
上
の

６５

人
口
は
１
３
４
３
７
人
で
、
う
ち
１
０
０

歳
以
上
の
方
は　

人
（
男
性
７
人
、
女
性

４５

　

人
）
で
昨
年
よ
り
３
人
増
え
ま
し
た
。

３８
　

次
の
表
は
、
平
成　

年
度
中
の
１
０
０

２４

歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
す
。

市内100歳以上の皆さん市内100歳以上の皆さん

氏　　名　（住所）年齢氏　　名　（住所）年齢

只　野　や　ゑ（上岩瀬）
石　川　く　に（塩　原）
黒　沢　みつ子（野　上）
樫　村　か　ね（　泉　）
青　山　キクノ（檜　山）
古　室　ハツ子（秋　田）
大　槻　き　み（下　町）
大　武　シ　ナ（千　田）
猪　野　ハンノ（野　口）
君　嶋　す　て（小　野）
圷　　　　　誠（　泉　）
野　上　キ　ヌ（八　田）
石　川　魁　治（下檜沢）
�　沢　カ　ト（野口平）
平　塚　定　�（上檜沢）
萩　谷　ヨ　子（上　町）
木　村　ミサヲ（氷之沢）
小　室　ト　ク（千　田）
�　岡　ウメノ（上　町）

１００
１００
１００
１００
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９

小野�　く　に（山　方）
鹿　島　　　一（野　上）
�　野　サ　キ（野口平）
�　澤　　　節（諸　沢）
桑　名　ト　ミ（下檜沢）
金　子　ふちの（鷹　巣）
長　山　ヒ　テ（下小瀬）
小　林　り　ゑ（野　口）
川　野　秀　雄（鷲　子）
青　山　はるの（檜　山）
渡　辺　ふ　さ（照　山）
野　上　み　さ（八　田）
小　泉　よ　ね（鷹　巣）
藤　田　け　さ（鷹　巣）
岡　�　よ志の（上小瀬）
小　野　と　し（中　居）
立　原　と　き（西野内）
須　能　し　ん（　泉　）
金　沢　ス　ガ（下　町）
相　河　タ　マ（高　部）
木　村　あ　�（舟　生）
小　林　よ　ね（小　場）
青　�　き　く（下檜沢）

１０７
１０５
１０４
１０４
１０４
１０３
１０３
１０３
１０２
１０２
１０２
１０２
１０１
１０１
１０１
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

９月１日現在　　敬称略

※掲載を希望されない方の氏名は掲載していま
せん。
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　昨年秋から、フェイスブック※を始
めました。インターネットにはあま
り詳しくありませんでしたが、これは
安全なものだとわかり挑戦し、それが
今、驚くような結果になっています。
　フェイスブックは、世界中とつな
がりますが、もちろん常陸大宮の人
たちともつながることができます。
今般、市内でフェイスブックを利用

している人たちと数人で「常陸大宮FB会」というグ
ループを作りました。その結果、常陸大宮市の世代・
職業・性別を超えた人たちがどんどん集まり、その輪
は更に成長中です。この交流はインターネットの世界
を超えて、実際の対面交流へと発展し、地元への貢献を
しようと会発案で作成したアユのステッカーは大好評。
　私たちの理美容業界でもフェイスブックの活用を強
く推奨していて、この動きは全国的なものになりつつ
あり、仕事にも大いに役立っています。
　インターネットを活用した今までにない、自由で緩
やかなつながりが、常陸大宮市を活性化していくかも
しれません。
※パソコンや携帯電話等を通して行う、登録制によるコミュニケー
ションツール。
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 ▲優勝したCLUBウィングスの皆さん
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市 政 研 究 サ ー ク ル 発 足

　

常
陸
大
宮
市
は
、
環
境
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
お
互
い

に
協
力
し
、豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

将
来
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
「
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
宣
言
を
行
う
と
と

も
に
、環
境
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に「
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

」
の
認
証
を
取
得
し
、

２１

環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
環
境
対
策
の
一
環
と
し
て
、
電
気

自
動
車
１
台
を
導
入
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
に
よ
り
環
境
負
荷
の
低
減
を
図

る
ほ
か
、
市
職
員
が
公
用
車
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
電
気
自
動

車
の
普
及
と
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

電
気
自
動
車
導
入

　

ま
た
、
公
用
車
専
用
の
充
電
器
を
市
役

所
駐
車
場
の
車
庫
に
設
置
し
ま
し
た
。
市

民
の
方
か
ら
緊
急
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
み
わ
★
ふ

る
さ
と
館
北
斗
星

（
道
の
駅
み
わ
）
に

も
充
電
器
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
利
用
は

同
館
営
業
中
に
限
ら

れ
、
無
料
で　

分
間

９０

充
電
で
き
ま
す
。
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▲北斗星に設置
された充電器
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　市の政策課題等について調査・研究を行い、政策提言していくことを目的とした市政研究サークルが、
１６人の職員の参加のもと、８月２９日に発足しました。
　このサークルは、４０歳未満の職員を対象とし、職員の自主活動の場として設置され、活動は勤務時間外
に行い、職員が持ち寄ったテーマごとにグループとなり、調査・研究等を行っていきます。これらの活動
を通して、職員相互で刺激し合い、成長していくとともに、個々の政策立案能力が高まることに期待をし
ています。

�����
　常陸大宮市が抱える少子化、高齢化、過疎化、市の一体化等の課題や取り組んでいる施策など市の政
策課題について調べ、考え、共有し、問題解決のための新たな政策やアイデアを生み出すために学習や
研究活動を行います。
　活動によって得られた成果については、職員提案と
して提案していきます。

�������	
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１  市政の政策形成に関すること
２  市民サービスの向上に関すること
３  事務の能率の向上に関すること
４  経費の削減または収入の増加に関すること
５  執務環境の向上に関すること
６  その他市の行政運営に関すること ▲発足式の様子
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御
前
山
ダ
ム
は
、
農
林
水
産
省
で
造
っ

た
農
業
用
水
の
ダ
ム
で
、
平
成　

年
に

１０

着
工
し
、
平
成　

年
に
工
事
が
完
了
し
ま

２３

し
た
。

　

昨
年
７
月
か
ら　

月
に
か
け
て
試
験
湛

１２

水
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
ダ
ム
や
ダ
ム
湖

周
辺
に
異
状
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
た

た
め
、
今
年
９
月
よ
り
水
を
貯
め
始
め
ま

し
た
。

　

ダ
ム
が
満
水
に
な
り
、
運
用
が
開
始
さ

れ
る
と
ダ
ム
の
水
は
、
常
陸
大
宮
市
の
ほ

か
城
里
町
、
水
戸
市
、
那
珂
市
、
茨
城
町
、

ひ
た
ち
な
か
市
、
大
洗
町
、
東
海
村
の
田

畑
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

御
前
山
ダ
ム
貯
水
開
始
に
つ
い
て

御
前
山
ダ
ム

　

型　
　
　

式　

ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

　

総
貯
水
容
量　

７
２
０
万�

　

堤　
　
　

高　
　
�５２

　

堤　
　
　

長　

２
９
８�

　

最
大
取
水
量　

約
４�
／
秒

�
問
い
合
わ
せ�

　

関
東
農
政
局
那
珂
川
沿
岸

 

農
業
水
利
事
業
所　

 

�
０
２
９－

２
２
７－

７
５
７
１

い
ず
み
も
ゆ
く
in
青
森

　

本
市
の
泉
坂
下
遺
跡
出
土
品
が
出
展
中

の
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１
２
」

展（
詳
細
は
広
報
常
陸
大
宮
６
月
号
掲
載
）

の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

８
〜
９
月
は
、
青
森
県
で
展
示
さ
れ
、

ひ
と
き
わ
目
立
つ
人
面
付
土
器
が
注
目
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
静
岡
、
大
阪
、
鳥
取
で
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

▲青森での展示の様子

▲試験湛水中の状況（平成２３年１０月撮影）
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救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて


